
女性に貢献する企業として、
乳がん患者さま支援商品を開発
乳がん知識の向上、検診の受診促進など、女性たちを乳がんから守る啓発活動に加え、
2015年度からは乳がん経験者の支援へと活動の幅を広げて取り組んでいます。

　分散していた物流拠点を集約・統合した、美濃加茂DC

（51,426m2、常時120,000品番取扱）が本格稼働を開始しました。

　効果的なシステムの導入で施設内の作業効率を高めるととも

に、千趣会最大の物流拠点である可児ディストリビューション

センター（以下、可児DC：81,453m2、常時200,000品番取扱）

とも高度に連携させることで、より効率的な物流オペレーション

が可能に。これによって、リードタイムの短縮はもちろん、稼働

前に比べ物流コストを約4億円削減、輸送に関わるCO2を

80％※削減するなど環境負荷低減にもつながっています。

※ 在庫移動のための輸送の削減による値です。

新システム導入による拠点間の連携向上で
リードタイムを短縮

　乳がん経験者の力になりたいとの思いから、経験者の「お悩み」

を聞くアンケート調査を実施。その結果をもとに「乳がん体験者

の会（一社）KSHS（キチンと手術・ホンネで再建の会）」の全面

協力を得て、乳房再建者向けのブラジャーとバッグの開発を

進め、乳がん経験者のための新ブランド「Be Ribbon」として

2016年9月から商品販売を開始しました。発売後、お客さま

からもこの取り組みに対して高い関心・評価をいただいています。

　今後も、身体をいたわりながらも、おしゃれで快適な生活を

サポートするファッションアイテムを開発・提供していきます。

乳がん経験者のための新ブランドを
立ち上げ、ブラジャー・バッグを開発

実体験者の要望を
女性ならではの視点で
叶えてくれました

Feature 3

伝票発行当日の
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　素材選びから私たち乳がん経験者が
関わり、機能性だけでなく、「おしゃれで
やさしい着け心地」にもしっかりこだわり
ました。女性ならではの視点で、まさに
経験者の要望が詰まったブラジャーに
なったとうれしく思います。
　千趣会にはこれからも女性の味方でい
てほしいと期待しています。

在庫ロケーションを把握し、1日数万点の入出庫をハンディターミナルで
管理。

入荷商品が販売情報と合致しているかを確認するため、膨大な品番数の
商品販売情報を管理、検索できる。検品作業の効率化を実現。

順立て、商品並び替え機能を備えた自動倉庫システム。ピッキング容器を
最大840個保管でき、1,000個／時間の入出庫処理能力を保有。順立て
機能と高速入出庫で各フロアの商品を同時にピッキングするパラレル
ピッキングが可能に。
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 複数の倉庫を美濃加茂ＤＣに統合。
リードタイム短縮とコスト削減を実現

38.2%     55.7%

荷分れ発生率 7.1%     3.5%以下

ハンガー品
小型品

中型品

出荷

① ウェアハウスマネジ
     メントシステム（ＷＭS）

① ウェアハウスマネジメントシステム（WMS）

② マルチシャトルシステム
　（ＭSS）

② マルチシャトルシステム（MSS）

③ 検品システム

③ 検品システム

特長

2特長

商品の特長

3特長

開発プロセス

これまで

現 在

入荷・検品

複数の外部倉庫（他社）

Voice

溝口 綾子さま

開発ご協力者
一般社団法人KSHS代表

アンケート

各グループインタビューの詳細は、
えがおの森ピンクリボンプロジェクトブログでレポートしています！

http://www.egaono-mori.jp/pink/blog/index.html

商品完成！
第1回
グループ
インタビュー

第2回
グループ
インタビュー

第3回
グループ
インタビュー

特 集 ③
乳がん患者さま

グループインタビュー

リボンビー

乳がん経験者の方とお話しし、「縫い目が
傷にあたって痛い」「アンダーの締め付け
が気になる」といったお悩みをうかがい
ましたが、特に多かったのが「機能的
だけどおしゃれなブラがほしい！」という
意見でした。そこで、デリケートな肌へ
の負担がかかりにくい素材の使用や、
機能を充実させるだけでなく「おしゃれ」
にもこだわって開発。下着を楽しみたい
女ゴコロに応えるため、繊細で華やかな
レースタイプと気持ちが上がる華奢で可
愛いデザインの2タイプをご用意しました。

Comments

森下 由紀子

インナーウエア
商品開発担当

いつまでもキレイでいたい！
という女性の気持ちに応えるために

新物流拠点の活用による
サービス品質向上
2015年12月に開設した美濃加茂ディストリビューションセンター（以下、美濃
加茂DC）の活用により、商品の拠点間物流量を減少させるとともに、お客さまへの
商品発送の迅速化と物流コストの大幅な削減を実現しています。

Feature 2特 集 ②

マルチシャトルシステム

効率を高める3つのシステム
（美濃加茂DC構内図）

美濃加茂DC（自社）

可児DC（自社）

可児DC（自社）

・ノンワイヤーで脇まで広げたソフトモールドカップ
・ストラップ調整幅を10cmまで可能に。
  負担を軽減し安定感アップ
・乳房にあたる部分はシルク素材を使用
・その他の部分は綿混の伸縮性のよりやわらかい素材を使用
・5段階調節できる後ろホックで、体調に合わせられる！

美濃加茂DC外観
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